
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

（
所
管
課
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
）

平
成
23
年
度
熊
谷
市
一
般
会
計
補
正
予
算（
第

３
号
）
に
つ
い
て
（
消
防
費
・
教
育
費
）

　
　
消
防
費
の
公
務
災
害
補
償
等
共
済
基
金

委
託
料
の
補
正
の
詳
細
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

　
　

東
日
本
大
震
災
で
は
、
２
５
４
名
の
消

防
団
員
が
亡
く
な
り
、
う
ち
２
１
５
名
の
方

が
公
務
中
で
あ
っ
た
。
補
償
金
額
は
、
階
級
、

勤
続
年
数
や
扶
養
人
数
等
に
よ
り
異
な
る
が
、

１
人
当
た
り
の
平
均
は
、
平
成
23
年
度
支
給

分
が
損
害
補
償
と
福
祉
事
業
と
し
て
約
２
，

５
０
０
万
円
、
来
年
度
以
降
は
遺
族
年
金
と

し
て
総
額
約
８
，
０
０
０
万
円
の
補
償
と
な

る
。
今
回
は
、
そ
の
補
償
に
充
て
る
た
め
の

補
正
で
あ
る
。

（
所
管
課
・
警
防
課
）

　
　
教
育
費
の
小
学
校
理
科
支
援
員
配
置
事

業
の
支
援
員
は
何
校
に
配
置
し
て
い
る
か
。

ま
た
、
支
援
員
に
な
る
た
め
の
資
格
等
は
必

要
か
。

　
　

小
学
校
14
校
に
各
１
名
ず
つ
配
置
し
て

い
る
。
ま
た
支
援
員
に
な
る
た
め
の
資
格
は

特
に
必
要
な
い
。

（
所
管
課
・
学
校
教
育
課
）

公
の
施
設
の
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

（
熊
谷
市
立
体
育
施
設
及
び
熊
谷
市
立
総
合

グ
ラ
ウ
ン
ド
）

　
　
江
南
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
利
用
に
係
る

事
務
に
つ
い
て
は
、
現
在
、
江
南
総
合
文
化

会
館
内
で
、
江
南
事
務
所
の
職
員
が
行
っ
て

い
る
が
、
来
年
度
以
降
、
江
南
総
合
文
化
会

館
は
熊
谷
市
文
化
振
興
財
団
が
、
江
南
総
合

グ
ラ
ウ
ン
ド
は
熊
谷
市
体
育
協
会
が
、
そ
れ

ぞ
れ
指
定
管
理
者
に
な
る
と
、
二
つ
の
団
体

が
同
じ
部
屋
に
入
る
こ
と
に
な
る
の
か
。

　
　

江
南
体
育
館
及
び
江
南
総
合
グ
ラ
ウ
ン

ド
の
利
用
申
請
は
、
来
年
度
か
ら
は
江
南

体
育
館
内
で
受
け
付
け
し
た
い
と
考
え
て

い
る
。

（
所
管
課
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
）

　
　
現
在
、
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
等
の
中
に
は
、

市
の
協
力
で
、
優
先
利
用
さ
せ
て
も
ら
っ
て

い
る
団
体
も
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
配
慮
は
、

今
後
も
な
さ
れ
る
の
か
。
ま
た
、
施
設
管
理

の
内
容
は
ど
う
な
る
の
か
。

　
　

指
定
管
理
を
導
入
し
た
こ
と
に
よ
り
市

民
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
を
招
か
な
い
よ
う
に
努

め
て
い
き
た
い
。
ま
た
、
施
設
の
管
理
に
つ

い
て
も
、
こ
れ
ま
で
と
同
様
に
指
定
管
理
者

と
施
設
利
用
者
が
協
力
し
て
、
管
理
し
て
い

　
　

平
成
22
年
度
の
対
象
者
１
カ
月
当
た
り

の
平
均
額
は
、
生
活
扶
助
費
が
５
４
，
８
４

４
円
で
、
医
療
扶
助
費
が
７
０
，
２
７
８
円

で
あ
る
。

（
所
管
課
・
福
祉
課
）

　
　
「
こ
ど
も
医
療
費
給
付
事
業
」
で
医
療

費
を
使
っ
た
年
間
の
子
供
の
人
数
に
つ
い
て

伺
い
た
い
。

　
　

対
象
者
は
中
学
校
を
卒
業
す
る
ま
で
の

子
供
で
、
対
象
延
べ
人
数
を
示
す
年
間
総
支

給
件
数
は
30
万
件
を
超
え
て
い
る
。

（
所
管
課
・
こ
ど
も
課
）

　
　
「
大
里
広
域
市
町
村
圏
組
合
負
担
事
業
」

の
組
合
負
担
金
の
内
容
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

　
　

内
訳
は
、
人
件
費
及
び
シ
ス
テ
ム
改
修

費
で
あ
る
。
人
件
費
は
、
介
護
保
険
の
被
保

険
者
及
び
介
護
認
定
者
が
増
加
し
、
事
務
量

全
体
が
増
え
る
中
、
第
５
期
の
介
護
保
険
事

業
計
画
策
定
の
た
め
の
組
合
職
員
１
名
増
分

で
あ
る
。
シ
ス
テ
ム
改
修
費
は
、
熊
谷
市
の

新
住
民
基
本
台
帳
シ
ス
テ
ム
へ
の
移
行
に
伴

い
、
組
合
の
介
護
保
険
シ
ス
テ
ム
の
改
修
を

行
う
必
要
が
生
じ
た
た
め
で
あ
る
。

（
所
管
課
・
長
寿
い
き
が
い
課
）

公
の
施
設
の
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

（
熊
谷
市
立
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
）

　
　
指
定
管
理
に
当
た
っ
て
、
指
定
管
理
者

に
ど
こ
ま
で
権
限
を
与
え
る
か
に
つ
い
て
、

伺
い
た
い
。

　
　

施
設
の
利
用
料
金
の
徴
収
の
権
限
は
指

定
管
理
者
に
付
与
し
て
お
り
、
開
館
、
閉
館

及
び
そ
の
時
間
等
、
設
置
者
と
の
協
議
に
基

づ
き
決
定
で
き
る
。
施
設
の
維
持
管
理
は
、

建
物
本
体
に
係
る
資
本
的
な
補
修
等
は
設
置

者
が
行
い
、
日
常
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
等
の
管

理
、
ま
た
、
通
常
の
設
備
・
器
具
の
使
用
で

発
生
す
る
消
耗
部
分
の
修
繕
は
、
概
ね
１
０

０
万
円
の
金
額
設
定
は
あ
る
が
、
そ
の
都
度

協
議
し
、
指
定
管
理
者
と
設
置
者
の
ど
ち
ら

が
負
担
す
る
か
決
め
て
い
る
。

（
所
管
課
・
長
寿
い
き
が
い
課
）

平
成
23
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
３
号
）

に
つ
い
て
（
民
生
費
）

　
　
生
活
保
護
費
の
扶
助
費
の
う
ち
生
活
扶

助
費
及
び
医
療
扶
助
費
に
つ
い
て
、
１
人
当

た
り
の
平
均
金
額
は
い
く
ら
か
伺
い
た
い
。
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ま
た
、
実
績
と
し
て
は
、
毎
年
５
件
く
ら
い

の
寄
付
を
い
た
だ
い
て
お
り
、
現
在
の
基
金

高
は
約
２
，
０
３
０
万
円
で
あ
る
。

（
所
管
課
・
商
業
観
光
課
）

平
成
23
年
度
熊
谷
市
国
民
健
康
保
険
特
別
会

計
補
正
予
算
（
第
１
号
）
に
つ
い
て

　
　
特
定
健
康
診
査
等
事
業
費
の
返
納
金
４

０
７
万
６
，
０
０
０
円
に
つ
い
て
、
伺
い
た

い
。

　
　

特
定
健
康
診
査
等
事
業
費
に
つ
い
て
は
、

毎
年
、
国
・
県
か
ら
概
算
で
補
助
金
が
交
付

さ
れ
、
翌
年
度
に
精
算
す
る
こ
と
に
な
っ
て

い
る
。
平
成
22
年
度
に
お
い
て
は
、
特
定
健

康
診
査
の
受
診
者
数
を
８
，
０
０
０
人
と
見

込
ん
で
、
補
助
金
の
概
算
交
付
を
受
け
て
い

た
が
、
実
際
の
受
診
者
数
は
６
，
７
８
６
人

で
あ
り
、
実
績
人
数
が
見
込
み
を
下
回
っ
た

た
め
、
こ
れ
に
か
か
る
返
納
が
生
じ
た
も
の

で
あ
る
。

（
所
管
課
・
保
険
年
金
課
）

公
の
施
設
の
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

（
熊
谷
運
動
公
園
）

　
　
指
定
管
理
料
に
つ
い
て
、
現
在
と
来
年

度
か
ら
の
契
約
を
比
較
し
て
ど
の
程
度
増
減

が
あ
っ
た
の
か
伺
い
た
い
。

　
　

５
年
間
の
指
定
管
理
料
の
平
均
で
比
較

す
る
と
、
１
年
間
に
約
１
４
３
万
円
安
く
な

っ
て
い
る
。
理
由
は
、
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
の
人

工
芝
生
化
に
よ
る
利
用
料
金
の
増
収
や
自
動

販
売
機
の
設
置
等
に
よ
る
収
入
の
増
加
が
見

込
ま
れ
る
た
め
で
あ
る
。

　
　
熊
谷
運
動
公
園
は
、
平
成
21
年
度
か
ら

指
定
管
理
者
制
度
に
移
行
し
た
が
、
市
民
に

と
っ
て
ど
の
よ
う
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
っ
た
と

考
え
て
い
る
か
伺
い
た
い
。

　
　

市
民
の
皆
様
に
施
設
を
適
正
に
利
用
し

て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
指
定

管
理
者
が
独
自
に
、
水
泳
教
室
や
ジ
ョ
ギ
ン

グ
教
室
な
ど
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
こ
と
や
、

ス
ポ
ー
ツ
の
専
門
職
員
を
配
置
し
て
専
門
的

な
教
室
を
開
催
す
る
こ
と
に
よ
り
、
施
設
を

有
効
に
使
え
る
こ
と
に
な
る
た
め
、
市
民
サ

ー
ビ
ス
が
向
上
す
る
こ
と
な
ど
が
、
指
定
管

理
者
制
度
の
メ
リ
ッ
ト
で
あ
る
。

（
所
管
課
・
公
園
緑
地
課
）

熊
谷
市
手
数
料
徴
収
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
に
つ
い
て

　
　
特
定
民
間
再
開
発
事
業
の
内
容
に
つ
い

て
、
ど
の
よ
う
な
事
業
で
あ
る
の
か
、
ま
た

ど
う
い
っ
た
実
例
が
あ
る
の
か
伺
い
た
い
。

　
　

特
定
民
間
再
開
発
事
業
に
つ
い
て
、
今

回
の
条
例
に
該
当
す
る
事
業
が
実
施
で
き
る

の
は
、
限
ら
れ
た
区
域
で
あ
る
。
都
市
計
画

法
の
地
域
地
区
で
あ
る
高
度
利
用
地
区
と
い

う
制
度
が
あ
り
、
熊
谷
市
の
場
合
、
駅
東
地

区
市
街
地
再
開
発
事
業
を
実
施
し
た
テ
ィ
ア

ラ
21
の
敷
地
１
・
５
ヘ
ク
タ
ー
ル
が
高
度
利

用
地
区
に
定
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
地
区
に

お
い
て
、
個
人
ま
た
は
、
法
人
２
名
以
上
、

敷
地
面
積
が
１
，
０
０
０
平
方
メ
ー
ト
ル
以

上
で
、
４
階
建
て
以
上
の
中
高
層
の
耐
火
建

築
物
を
作
る
場
合
に
お
け
る
、
法
人
に
対
す

る
課
税
の
特
例
措
置
が
今
回
廃
止
さ
れ
た
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。
な
お
、
本
事
業
は
、
昭

和
45
年
か
ら
制
度
化
さ
れ

て
い
る
が
、
県
内
の
実
例

と
し
て
は
６
件
で
あ
り
、

直
近
で
は
川
口
市
で
平
成

16
年
に
実
施
さ
れ
て
い
る
。

（
所
管
課
・
都
市
計
画
課
）

平
成
23
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
３

号
）
に
つ
い
て
（
農
業
振
興
費
）

　
　
農
業
振
興
費
の
２
つ
の
支
援
事
業
の
内

容
に
つ
い
て
、
伺
い
た
い
。

　
　

埼
玉
野
菜
生
産
力
強
化
支
援
事
業
に
つ

い
て
は
、
埼
玉
県
の
主
力
野
菜
の
生
産
、
出

荷
の
省
力
化
に
繋
が
る
機
械
器
具
等
の
購
入

費
を
助
成
し
、
規
模
拡
大
を
通
じ
て
生
産
力

を
強
化
す
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
お
い
し

い
埼
玉
野
菜
生
産
・
販
売
対
策
事
業
に
つ
い

て
は
、
今
後
い
っ
そ
う
の
消
費
拡
大
が
見
込

ま
れ
る
、
枝
豆
、
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
、
ネ
ギ
の

生
産
者
の
拡
大
促
進
に
努
め
、
そ
の
効
果
が

い
ろ
い
ろ
な
野
菜
に
波
及
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
、
簡
易
被
覆
施
設
等
の
設
置
を
助
成
す

る
も
の
で
あ
る
。

（
所
管
課
・
農
業
振
興
課
）

　
　
ふ
る
さ
と
熊
谷
の
祭
り
応
援
基
金
積
立

事
業
に
つ
い
て
、
事
業
の
概
要
、
目
的
及
び

実
績
に
つ
い
て
、
伺
い
た
い
。

　
　

熊
谷
市
が
所
有
し
て
い
た
Ｊ
Ｒ
の
株
の

売
却
益
を
資
金
と
し
て
設
立
し
た
基
金
で
あ

り
、
熊
谷
市
を
中
心
と
し
た
ま
ち
な
か
へ
、

広
域
か
ら
の
集
客
を
図
る
こ
と
で
、
ま
ち
の

活
性
化
を
支
援
す
る
こ
と
が
目
的
で
あ
る
。
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